９月～宣伝スポットひな形＊アレンジしてお使いください　　　中央各界連

みなさんこんにちは。私たちは消費税廃止各界連絡会です。消費税の増税中止を求める国会請願署名へのご協力をお願いしています。消費税増税への怒りをぜひ署名にお寄せ下さい。
Ａ安倍自公政権は今週にも、「安全法制関連法案」を何としても通そうと暴走しています。多くの人々が反対や不安の声をに、安倍政権は全く耳を貸そうとしません。主権者をないがしろにし、民主主義を二重三重にじゅうりんする政権はいりません。退陣を求めて声を上げましょう。
採決後の場合：安倍自公政権は〇○日、国民の声に背を向け、憲法違反の「安全法制関連法案」を強行採決しました。私たちは怒りを込めてこの暴挙を糾弾します。そして民主主義を二重三重にじゅうりんする政権にすみやかな退陣を求めます。

●みなさんのくらしを考えてください。増税の影響による物価高や、社会保障の切り捨てで本当に大変です。２０１７年４月の１０％への増税中止はもちろん、５％に戻すなどの施策が必要です。水害や火山の噴火、福島のいまだ２０万人近くが避難生活です。こういったところに、救いの手を差し伸べることこそ、政治の役割ではないでしょうか。それなのに、安倍政権は、国民のいのちもくらしもそっちのけで、アメリカ言いなりに戦争への道を暴走しています。

（Ａを間に入れる）

●戦争立法の問題は、消費税増税との関係でも見過ごせない問題をはらんでいます。アメリカは来年以降、日本の戦争法案成立を前提として国防予算の削減を行う予定というニュースが流れました。来年度の日本の予算も、防衛費は５兆円を突破する概算要求が出されています。３９００億円も社会保障費を削減し、その一方でオスプレイ17機を３６００億円で購入するなどとんでもありません。

（Ａを間に入れる）

●安倍首相は「私の外交、安保政策はアベノミクスと表裏一体だ」と公言しています。デフレから脱却し、強い経済をつくることで、防衛費を増やし、安保体制を立て直すというのです。実際、アベノミクスの３本の矢（金融緩和、財政出動、規制緩和）の破たんは明白です。安倍内閣は、次の手を考えています。それは、軍需産業を拡大し武器の売込みで大企業の利益を拡大しようということです。実質的にその費用調達には２０１７年４月からの消費税１０％増税があてられます。私たちのくらしを脅かす消費税大増税や社会保障改悪は、実は安保体制づくりと表裏一体です。戦争は、防衛を名目に始まります。戦争は、兵器産業に富をもたらします。そしていったん始めた戦争は、歯止めがきかなくなります。

（Ａを間に入れる）

●消費税は歴史的に、戦争の費用を調達するため作られた税制度です。安倍政権の戦争する国づくりを財政的に支えるのが消費税増税路線です。安倍政権は、消費税増税はもちろん、原発再稼働でも、ほかの問題でも、私たちの願いと逆方向へ暴走しています。安倍政権を退陣させ、消費税増税や原発再稼働など、国民をいじめる他の問題も方向転換を迫りましょう。くらしまもれ、地域経済まもれ。消費税増税も、戦争する国づくりも反対！と声を上げましょう。国会請願署名にご協力ください。
